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福島第一原子力発電所１～４号機の

廃止措置等に向けた中長期ロードマップ



１

（１）１～4号機の状況

各号機ともに「冷温停止状態」を継続

2014年2月17日 5:00 現在の値

＜冷却の多重化＞

1～3号機の冷温停止状態を維持す

るために、冷却水の炉内への注水に

ついては、６つの予備手段を準備し

ています。

電源を喪失しても、３時間以内には

消防車による注水が再開可能です。

また、注水ポンプの水源となるタンク

についても、複数用意されており、多

重化が図られています。

圧力容器温度や格納容器温度をはじめとした、プラントパラメーターは24時間、常に監視
を行っています。

圧力容器底部温度は80℃が運転の上限値ですが、冷却に余裕を持たせるため、格納容
器内温度も含めて65℃以下を目標として原子炉への注水を行っています。

復水貯蔵タンク
炉注水ポンプ 各号機２台

タービン建屋内
炉注水ポンプ 各号機２台

高台常用電源
炉注水ポンプ 合計３台

高台非常用電源
炉注水ポンプ 合計３台

純水タンク脇
炉注水ポンプ 合計３台

海

ろ過水
タンク等

通常の注水設備

予備の注水設備

原子炉へ注水

１号機 ２号機 ３号機 ４号機

約11℃
(上限60℃)

約15℃約15℃
(上限80℃)

１号機

約11℃
(上限65℃)

約24℃約24℃
(上限80℃)

２号機

約9℃
(上限65℃)

約21℃約22℃
(上限80℃)

３号機

約14℃
(上限65℃)

燃料が無いため
監視不要

燃料が無いため
監視不要

４号機

燃料プール温度格納容器内温度圧力容器底部温度

注水

構台

安全第一福島第一
安全第一福島第一 安全

第一

福島第一

安全第一福島第一安全第一福島第一安全第一福島第一

注水

構台

安全第一福島第一
安全第一福島第一 安全

第一

福島第一
安全第一福島第一

安全第一福島第一 安全

第一

福島第一
安全第一福島第一

安全第一福島第一 安全

第一

福島第一

安全第一福島第一安全第一福島第一安全第一福島第一安全第一福島第一安全第一福島第一安全第一福島第一

注水

ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ
（閉止完了）

注水

ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ
（閉止完了）

ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ

燃料取り出し用カバー

ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ

燃料取り出し用カバー
建屋カバー 使用済燃料

プール (SFP)

原子炉
格納容器

(PCV)

原子炉建屋 (R/B)

原子炉
圧力容器

(RPV)

燃料
デブリ

圧力抑制室
(S/C)

注水

ベント管

トーラス
室

建屋カバー 使用済燃料
プール (SFP)

原子炉
格納容器

(PCV)

原子炉建屋 (R/B)

原子炉
圧力容器

(RPV)

燃料
デブリ

圧力抑制室
(S/C)

注水

ベント管

トーラス
室

352/1533
移送済み燃料（体）

※1,3号機 S/C水位未確認
4号機 S/C水位 2013/12/12～14確認
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（２）廃止措置等に向けたロードマップ全体イメージ

ﾄｰﾗｽ室

貫通部
貫通部

圧力容器

格納容器

使用済燃
料プール

止水

水張り

ﾄｰﾗｽ室

天井クレーン

格納容器

圧力容器

　コンテナ

使用済燃
料プール

圧力容器上蓋

原子炉格納容器下部補修（止水）
～下部水張り（イメージ） 燃料デブリ取り出し（イメージ）

• 燃料デブリ取り出しは、燃料デブリを冠水させた状態で取り出す方法が作業被ばく低減の観点から最も確実な方法です。

• 作業ステップを見越して、原子炉格納容器水張りに向けた調査・補修（ロボットのカメラ等で破損箇所を調査し、穴を塞ぐ補

修を実施）、燃料デブリの調査等に加え、燃料デブリの取り出し・収納・保管に必要な技術開発等を進めてまいります。

燃料デブリ取り出しまでの作業ステップ（1号機、2号機及び3号機）

廃止措置終了までの期間
（３０～４０年後）

第３期安定化に

向けた取組
第１期

＜冷温停止達成＞
・冷温停止状態
・放出の大幅抑制

第２期

2013年12月 2021年12月 30～40年後

使用済燃料プール
内の燃料取り出し開
始までの期間
（２年以内）

燃料デブリ取り出しが開始されるまで
の期間
（１０年以内）

ロードマップ上の目標（2011年12月策定）

2011年12月

※燃料デブリ
（燃料と被覆管などが溶融し再び固まったもの）

ﾄｰﾗｽ室

格納容器

燃料デブリ収納缶

搬出



（３）廃止措置等に向けた主要工程について

主要工程策定と

取り出しプラン

構想中

３号機

主要工程策定と

取り出しプラン

構想中

２号機

主要工程策定と

取り出しプラン

構想中

１号機【燃料デブリ】

取り出し準備工程

・建屋内除染

・格納容器、建屋補修
（止水）

・研究開発 等

燃料取り出し

作業中
４号機

ガレキ撤去・除線等

作業中
３号機

オペレーティングフロア
等調査中

２号機

カバー解体に向け

作業中
１号機【使用済み燃料取り出し】

準備工程

・ガレキ撤去

・除染、遮へい

・取り出し設備の設置 等

燃料取り出し工程

・実施許認可

・訓練

・安全対策 等

検討作業中１～３

号機

【共通】

主要工程の策定

進捗主要項目
廃止措置終了までの期間

（３０～４０年後）

第３期第１期 第２期

2021年12月 30～40年後

使用済燃料
プール内の燃
料取り出し開
始までの期間

燃料デブリ取り出しが開始されるまでの期間
（１０年以内）

2013年12月

～2015年
▼

各号期の主要工程プランを決定

2014年
2月現在

▼

2017年度下半期(最速プラン)
▼

燃料取り出し

建屋カバー解体～ガレキ撤去・除染・遮へい～燃料取り出し設備設置

オペレーティングフロア除染（線量低減）～(建屋上部解体)～
燃料取り出し設備設置2017年度下半期(最速)

▼
燃料取り出し

2015年度下半期(最速プラン)
▼

燃料取り出し

オペレーティングフロア ガレキ撤去、除染・遮へい（線量低減）～燃料取り出し設備設置

2013年11月
▼

燃料取り出し

ガレキ撤去・除染・遮へい～燃料取り出し設備設置

2014年12月
▼

2020年度上半期(最速プラン)
▼

2020年度上半期(最速プラン)
▼

2021年度下半期(最速プラン)
▼

燃料デブリ取り出し

燃料デブリ取り出し

燃料デブリ取り出し

燃料デブリ取り出し準備

燃料デブリ取り出し準備

燃料デブリ取り出し準備

最遅プラン
▼

最遅プラン
▼

最遅プラン
▼

３



（４）１～4号機の現状と課題

４

オペレーティングフロアの調査概念断面図(調査イメージ)

オペレーティングフロアの様子

原子炉
真上

使用済
燃料
プール

原子炉直上フロアの線量
500～800mSv/h程度

現
状

課
題

１号機

原子炉の安定冷却継続により、放射性物質の発生量は減少

水素爆発した原子炉建屋にカバーを設置（2011年11月）
水素爆発により原子炉建屋上部が破損したため、建屋からの放射性物質飛散抑制が目的

燃料取出等の工事に向けた準備
原子炉建屋カバーの撤去及び放射性物質飛散抑制対策等の実施

原子炉建屋上部及びプール内ガレキ状況の把握

現
状

課
題

２号機

原子炉の安定冷却継続により、放射性物質の発生量は減少

ブローアウトパネルを閉止し、放射性物質の飛散を抑制

原子炉建屋内の線量低減対策
他号機と比べ線量が高く引き続き汚染状況調査を実施する予定

現
状

課
題

３号機

原子炉の安定冷却継続により、放射性物質の発生量は減少

原子炉建屋上部のガレキ撤去が完了（2013年10月）

使用済燃料プールからの燃料取出に向けた準備
原子炉建屋上部の除染・遮へい工事、プール内ガレキ撤去を遠隔操作にて実施中

現
状

課
題

４号機

原子炉建屋上部のガレキ撤去が完了（2012年12月）

燃料取出用カバー及び取出作業用設備を設置し、

使用済燃料プールからの燃料取出開始（2013年11月18日）

使用済み燃料取出作業中の更なる線量低減対策

燃料取り出し用カバー完成イメージ

2011年9月22日撮影 2013年11月18日燃料取り出し開始



５

１号機

計画は、建屋の耐震安全性／カバー等の施工性を判断しその可否によって、工程や開始時期が異なるプランを複数用意

２号機

３号機 ４号機

（５）１～4号機燃料／燃料デブリ取り出し計画



４号機

燃料取り出し

全体工程
廃止措置終了までの期間
（３０～４０年後）

第３期第１期 第２期

2021年12月 30～40年後

使用済燃料プール内の燃料取
り出し開始までの期間

燃料デブリ取り出しが開始されるまでの期間
（１０年以内）

燃料取り出しのステップ

共用プール

構内用
輸送容器
キャスク

※安全のため燃料

ラックの上は通り

ません

５

燃料ラック

１ ２ ３ ４

進捗状況の公表

燃料移動の進捗状況は報道機関への情報提供
に加え、あらたに、燃料の本数をベースとし
た燃料移動の進捗状況がわかる画面をホーム
ページへ追加し、逐次更新しております。燃料集合体ハン

ドルをつかみ、
キャスクピット
内の容器に入れ
る。荷重を監視
しながら慎重に
持ち上げ実施
（全て水中）

燃料集合体ハン
ドルをつかみ、
キャスクピット
内の容器に入れ
る。荷重を監視
しながら慎重に
持ち上げ実施
（全て水中）

キャスクピットから吊上げ、燃料取り
出し用カバー内構台の容器仕立ピット
へ移動し、蓋締め、除染等を実施

キャスクピットから吊上げ、燃料取り
出し用カバー内構台の容器仕立ピット
へ移動し、蓋締め、除染等を実施

すでに変形した燃料１体と漏えいが確認
された燃料が２体あります。状態の調査
を行い、取り出し方法の検討をして対策
を取った上で取り出しを行います。

すでに変形した燃料１体と漏えいが確認
された燃料が２体あります。状態の調査
を行い、取り出し方法の検討をして対策
を取った上で取り出しを行います。

作業員は、特別なプロ
グラムを修了した4号機

燃料取扱い者を育成し
ています。

作業員は、特別なプロ
グラムを修了した4号機

燃料取扱い者を育成し
ています。

プール内のガレキは大きな
ものは撤去し終わり、細か
いガレキは燃料取り出しと
並行して撤去しています。

プール内のガレキは大きな
ものは撤去し終わり、細か
いガレキは燃料取り出しと
並行して撤去しています。

１

４号機使用済み燃料プールからの燃料取り出しの進捗状況

2013年11月18日着手

全1533体
2014年12月末目途

現在

2014年2月17日
作業終了時点

352体完了（約23%完了）

東京電力 燃料取り出し 検索

クレーンで容器を吊上げ、トレーラーエリアに
吊下ろし、輸送車両に積載

クレーンで容器を吊上げ、トレーラーエリアに
吊下ろし、輸送車両に積載

共用プールへ構内輸送共用プールへ構内輸送４ ５

３

２

建屋の解体含めた主要工程の策定

約半数
2014年5月末目途

：実績数イメージ

：目標数イメージ

※なお、目標数イメージは作業が安全かつ
順調に進む場合のもので、状況によって
異なる場合もあります。

６


